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─
─
企
業
価
値
担
保
権
制
度
と
は
？

大
城　

企
業
の
事
業
内
容
や
将
来
の

成
長
可
能
性
に
着
目
し
た
融
資
を
後

押
し
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
制
度

名
に
「
担
保
」
と
あ
り
ま
す
が
、
従

来
の
担
保
制
度
と
は
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
不
動
産
な
ど
個
別
資
産
の
価

値
で
は
な
く
、
企
業
の
総
財
産
を
一

体
と
し
て
捉
え
、
事
業
か
ら
将
来
生

み
出
さ
れ
る
経
済
価
値
も
含
め
て
評

価
す
る
と
い
う
点
が
特
徴
で
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
力
や
技
術
力
、
顧
客
基

盤
と
い
っ
た
無
形
資
産
、
そ
れ
ら
を

背
景
に
将
来
獲
得
さ
れ
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
ま
で
含
め
た
事
業
の
将
来

性
に
着
目
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
ま

す
。
単
な
る
担
保
制
度
と
い
う
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
「
事
業
性
評
価
」
に
法

的
裏
付
け
を
し
、
制
度
と
し
て
具
体

化
し
た
も
の
だ
と
理
解
し
て
い
た
だ

く
の
が
適
切
だ
と
思
い
ま
す
。

 

何
を
リ
ス
ク
評
価
の
中
心
に
置
く
の
か

─
─
制
度
が
創
設
さ
れ
た
理
由
は
？

大
城　

日
本
の
融
資
慣
行
は
長
ら
く
、

不
動
産
担
保
や
経
営
者
保
証
と
い
っ

た
「
保
全
重
視
型
」
が
主
流
で
し
た
。

し
か
し
現
在
、
日
本
経
済

は
緩
や
か
な
成
長
基
調
に

あ
り
、
設
備
投
資
は
２
０

２
３
年
度
に
名
目
１
０
０

兆
円
を
超
え
、
名
目
Ｇ
Ｄ

Ｐ
も
６
０
０
兆
円
台
に
達

し
て
い
ま
す
。
他
方
、

I
T
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
な
ど
、
有
形
資
産
を

必
ず
し
も
持
た
な
い
企
業

が
成
長
の
担
い
手
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
企
業
に
対
し
、
従
来
型

の
担
保
融
資
で
は
資
金
供
給
が
難
し

い
。
そ
こ
で
、
企
業
の
将
来
性
・
事

業
内
容
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
重

視
し
た
融
資
を
制
度
的
に
後
押
し
す

る
仕
組
み
と
し
て
、
企
業
価
値
担
保

権
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

─
─
こ
の
制
度
に
は
「
信
託
」
の
枠

組
み
が
使
わ
れ
ま
す
。
理
由
は
？

大
城　

こ
の
法
律
の
下
で
企
業
価
値

担
保
権
に
関
す
る
信
託
業
務
の
免
許

を
受
け
た
者
（
企
業
価
値
担
保
権
信

託
会
社
）
が
必
ず
介
在
す
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、
安
定
的
な
制
度
運
用

を
確
保
す
る
た
め
で
す
。
信
託
を
用

い
ず
に
、
金
融
機
関
の
み
が
利
用
で

き
る
制
度
と
す
る
、
と
い
う
方
向
性

も
模
索
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
様
な
資

金
調
達
の
可
能
性
を
閉
ざ
さ
な
い
よ

う
に
さ
ま
ざ
ま
な
貸
し
手
が
制
度
を

利
用
で
き
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の

要
請
に
こ
た
え
る
た
め
、
信
託
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
法
律
上
は
担
保
権

者
と
貸
し
手
を
分
け
て
考
え
て
、
担

保
権
者
を
企
業
価
値
担
保
権
信
託
会

社
に
限
定
す
る
一
方
、
貸
し
手
を
限

定
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
信
託
業
務
の
内
容
は
一

般
的
な
信
託
よ
り
も
簡
素
で
あ
り
、

金
融
機
関
が
企
業
価
値
担
保
権
を
利

用
す
る
場
合
の
手
続
き
な
ど
は
、
抵

当
権
等
と
大
き
く
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
銀
行
な
ど
、
す
で
に
企
業
価

２
０
２
６
年
５
月
２５
日
に
施
行
さ
れ
る
「
事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律（
企
業
価
値
担
保
権
制
度
）」。
企
業
の
将
来
性
含
む
事
業
全
体
を
担
保
に
融
資

す
る
と
い
う
、
こ
の
新
し
い
担
保
権
制
度
は
今
後
の
金
融
機
関
の
融
資
慣
行
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
。
金
融
庁
総
合
政
策
局
の
大
城
健
司
参
事
官
に
聞
い
た
。

新
た
に
施
行
さ
れ
る「
企
業
価
値
担
保
権
制
度
」
が
持
つ
意
味

◎
金
融
庁
総
合
政
策
局
　
大
城
健
司
参
事
官

INTERVIEW
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値
担
保
権
信
託
会
社
と
同
等
以
上
の

業
務
を
行
え
る
金
融
機
関
は
、
よ
り

簡
素
な
手
続
き
で
、
こ
の
法
律
に
基

づ
く
免
許
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ

れ
ま
す
。

─
─
「
企
業
価
値
」
は
ど
の
よ
う
に

測
ら
れ
る
の
で
す
か
。

大
城　

重
要
な
の
は
、「
ど
の
よ
う
な

事
業
を
行
っ
て
い
る
の
か
」「
ど
の

よ
う
な
競
争
優
位
性
が
あ
る
の
か
」

「
中
長
期
の
事
業
計
画
は
現
実
的
か
」

「
計
画
は
実
行
さ
れ
、
成
果
が
出
て

い
る
か
」
と
い
っ
た
点
を
、
金
融
機

関
と
企
業
が
継
続
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
確
認
し
て
い
く

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
一
度
き
り
の
評

価
で
は
な
く
、
融
資
後
も
事
業
の
進し
ん

捗ち
よ
く

を
見
守
り
、
必
要
に
応
じ
て
修
正

や
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
前
提

と
な
り
ま
す
。

─
─
金
融
機
関
に
ど
の
よ
う
な
行
動

が
求
め
ら
れ
ま
す
か
。

大
城　

従
来
以
上
に
深
い
事
業
理
解

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

①
事
業
計
画
の
内
容
を
精
査
し
、
十

分
に
理
解
す
る
②
定
期
的
に
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
行
う
③
計
画
か
ら
の
乖か
い

離り

が
あ
れ
ば
早
期
に
対
話
す
る
④
問
題

が
表
面
化
す
る
前
に
支
援
策
を
検
討

す
る
―
―
な
ど
の
対
応
が
必
要
で
す
。

金
融
機
関
は
、「
雨
が
降
っ
た
ら
傘
を

取
り
上
げ
る
」
と
批
判
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度
で
は
、

雨
が
降
る
前
か
ら
備
え
、
降
り
そ
う

に
な
っ
た
ら
安
全
な
場
所
へ
誘
導
し
、

万
一
降
っ
て
き
て
も
借
り
手
と
伴
走

す
る
金
融
の
実
践
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
当
た
り
、
事
前

に
コ
ベ
ナ
ン
ツ※

の
設
定
が
有
用
な
場

面
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、

個
別
事
案
の
特
性
に
照
ら
し
て
、
適

※本年3月、事業性融資の融資後のモニタリングを行うにあたり、一般的に有用と考えられるコベナンツの規定例を紹介
するため、「コベナンツに関する基本的な考え方」を含む契約書の書式例を金融庁ウェブサイトに公表。

切
な
財
務
・
非
財
務
の
コ
ベ
ナ
ン
ツ

を
選
択
・
合
意
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
な
お
、
特
定
指
標
の
悪
化

や
重
要
な
事
業
環
境
の
変
化
と
い
っ

た
事
象
を
契
機
に
、
金
融
機
関
と
企

業
の
間
で
振
り
返
り
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
コ
ベ
ナ
ン
ツ
は
「
回

収
の
た
め
の
ト
リ
ガ
ー
」
で
は
な
く
、

企
業
と
認
識
を
共
有
す
る
た
め
の
手

段
と
な
る
点
が
重
要
。
大
型
投
資
や

重
要
な
財
産
の
処
分
な
ど
、
通
常
の

事
業
活
動
の
範
囲
を
超
え
る
取
引
を

行
う
場
合
に
は
、
担
保
権
者
と
の
事

前
協
議
が
必
要
で
す
。

─
─
経
営
者
保
証
と
の
関
係
は
？

大
城　

当
制
度
で
は
、
経
営
者
保
証

に
過
度
に
依
存
し
な
い
融
資
を
促
す

設
計
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
粉
飾
決

算
な
ど
の
特
別
な
事
情
を
除
き
、
経

営
者
保
証
の
一
律
行
使
を
抑
制
す
る

規
定
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
、
事
業

承
継
時
の
保
証
問
題
が
課
題
と
な
る

次
世
代
経
営
者
へ
の
引
き
継
ぎ
な
ど

で
の
活
用
可
能
性
も
広
が
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

─
─
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
な
ど
、
金
融

機
関
へ
の
負
担
が
気
に
な
り
ま
す
。

大
城　

そ
の
意
味
で
税
理
士
の
先
生

方
に
は
、
こ
の
制
度
に
お
い
て
重
要

な
「
ハ
ブ
役
」
を
担
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
顧
問
税

技術・ノウハウ・事業計画等
（定性・将来情報）

事業の将来性に着目した新たな融資

過去の情報
（財務情報）

技術力等を有する
スタートアップ 等

地元で長年営業を
続ける料亭 等

有形資産をもたないが、
技術競争力や今後の

事業展開の可能性を評価した
金融機関が融資

不動産の担保評価が低いため、
大規模改装のための融資を
受けることが従来では困難で
あったが、長年の顧客基盤・
ブランド力やビジネスプランを
評価した金融機関が融資貸し手は、事業の将来性や強みを重視

事業に対する貸し手の関心が高まり、タイムリーな経営改善支援も期待

理
士
は
、
企
業
の
日
常
を
最
も
よ
く

理
解
で
き
る
立
場
に
お
ら
れ
ま
す
。

資
金
繰
り
や
経
営
者
の
思
い
を
把
握

す
る
存
在
と
し
て
、「
経
営
計
画
の
整

理
」「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
資
料
の
整
備
」

「
金
融
機
関
と
の
意
思
疎
通
補
助
」

な
ど
、
多
く
の
場
面
で
関
与
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

長
期
的
に
融
資
慣
行
を
変
え
て
い
く

─
─
ど
の
よ
う
な
企
業
で
の
活
用
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

大
城　

た
と
え
ば
、
有
形
資
産
は
乏

し
い
が
、
技
術
力
や
成
長
性
が
高
い

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」。
長
年
の
顧
客

基
盤
や
信
用
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
持
つ

「
老
舗
企
業
・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
企
業
」。

あ
る
い
は
、
経
営
者
保
証
が
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
事
業
承
継
案
件
や
、

多
数
の
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
を

整
理
し
、
再
生
資
金
を
供
給
す
る
事

業
再
生
案
件
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
こ
れ
ら
に
限
ら
ず
、
幅
広
い
ス

テ
ー
ジ
で
の
活
用
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

─
─
金
融
機
関
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

大
城　

①
借
り
手
を
深
く
理
解
で
き

る
②
信
頼
関
係
の
下
で
、
将
来
の
資

金
調
達
な
ど
の
相
談
を
真
っ
先
に
受

け
る
立
場
に
立
て
る
③
長
期
的
な
取

引
関
係
を
構
築
で
き
る
―
―
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

■企業価値担保権の概要

金利上昇時代の資金繰り
特集
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諏訪信用金庫
設　立　1937年3月6日
代表者　田中輝明理事長
所在地　長野県岡谷市郷田2-1-8
預金積金残高　4390億円
貸出金残高　1955億円
従業員数　280人

松
﨑　

足
元
で
進
む
金
利
上
昇
を
、

ど
の
よ
う
に
見
て
い
ま
す
か
。

奥
山　

こ
れ
ま
で
ゼ
ロ
金
利
の
時
代

が
長
く
続
い
た
た
め
、
多
く
の
企
業

が
「
金
利
は
コ
ス
ト
で
は
な
い
」
と

い
う
感
覚
で
経
営
を
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
金
利
が
あ
る
世
界
で
は
、

企
業
の
「
収
益
力
」
が
よ
り
問
わ
れ

る
時
代
に
な
り
ま
す
。
金
利
上
昇
局

面
で
は
①
価
格
転
嫁
②
付
加
価
値
の

向
上
③
選
択
と
集
中
と
い
っ
た
経
営

判
断
の
重
要
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
現
状
は
金
利
単
独
の
問

題
と
い
う
よ
り
、
物
価
高
、
人
件
費

の
上
昇
と
重
な
っ
て
い
る
点
が
大
き

く
、
特
に
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、

「
原
材
料
価
格
」「
人
件
費
」「
金
利
」

と
い
う
三
つ
の
要
素
が
、
毎
月
確
実

に
利
益
を
削
っ
て
い
く
状
況
で
す
。

昨
日
ま
で
何
と
か
な
っ
て
い
た
経
営

奥山真司理事

が
、
じ
わ
じ
わ
と
体
力
を
奪
わ
れ
て

い
く
。
ま
さ
に
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の

よ
う
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

松
﨑　

従
来
型
の
経
営
努
力
で
は
、

対
応
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

奥
山　

は
い
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、

も
は
や
経
費
削
減
だ
け
で
は
間
に
合

た
、
信
頼
関
係
の
下
で
事
業
理
解
が

進
ん
で
い
る
取
引
先
に
つ
い
て
は
、

格
付
け
や
引
き
当
て
の
考
え
方
に
反

映
さ
せ
る
余
地
も
あ
り
、
今
後
は
こ

う
し
た
点
に
つ
い
て
の
知
見
共
有
も

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
─
制
度
利
用
の
見
通
し
は
？

大
城　

件
数
の
拡
大
を
目
的
と
は
し

て
い
ま
せ
ん
し
、
５
月
の
施
行
後
に

多
く
の
金
融
機
関
が
一
斉
に
利
用
を

開
始
す
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
ま
せ

ん
。
重
要
な
の
は
、
制
度
趣
旨
に
沿

っ
た
質
の
高
い
取
り
組
み
を
一
つ
一

つ
着
実
に
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
で

す
。
う
ま
く
い
か
な
い
事
例
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
当
局

物
価
高
、
人
件
費
上
昇
に
続
き
、
金
利
上
昇
が
現
実
味
を
帯
び
る
中
、
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
一
段
と
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
、
地
域
金
融
機
関
は
ど
う
見
て
い
る
の
か
。
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
「
企
業

価
値
担
保
権
制
度
」へ
の
取
り
組
み
と
併
せ
て
、諏
訪
信
用
金
庫
の
奥
山
真
司
理
事
に
、松
﨑
堅
太
朗
税
理
士
が
聞
い
た
。

中
小
企
業
経
営
者
の「
や
る
気
」と「
続
け
る
意
思
」を
守
る
！

諏訪信用金庫本店

◎
諏
訪
信
用
金
庫

奥
山
真
司
理
事
◎
聞
き
手
　松
㟢
堅
太
朗
公
認
会
計
士
・
税
理
士

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｅ
Ｒ‘
Ｓ
Ｅ
Ｙ
Ｅ　

と
し
て
責
め
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
失
敗
か
ら
学
び
、
改
善

を
続
け
て
い
く
姿
勢
が
大
事
で
す
。

10
年
、
20
年
と
い
う
長
期
的
な
視
点

で
、
日
本
の
融
資
慣
行
を
少
し
ず
つ

変
え
て
い
く
。
そ
の
第
一
歩
が
、
こ

の
制
度
だ
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

当
制
度
は
、
単
な
る
新
し
い
担
保

手
法
の
追
加
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
企
業
を
ど
う
理
解
し
、
ど
う
伴
走

す
る
か
」
と
い
う
金
融
の
本
質
を
、

制
度
と
し
て
問
い
直
す
取
り
組
み
で

す
。
金
融
機
関
、
企
業
が
同
じ
方
向

を
向
き
対
話
を
重
ね
る
こ
と
で
、
初

め
て
機
能
す
る
制
度
で
も
あ
り
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
構
成
／
本
誌
・
高
根
文
隆
）


